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電力系統工学の教科書 P206 の図 8.5 で#3 から右

に 3/4 の位置で三相短絡事故が起きた場合を考え

る. 発電機は 1.0puの電力を送電しており，無限大

母線の電圧の大きさは 1.0puである．発電機の誘導

起電力は | Ė |= 1.05で事故が起きても大きさは一

定である．ここに無限大母線を基準とする発電機の

位相差をδとする．Ė = 1.05∠δ
電力相差角方程式と臨界故障除去位相を求めよ．

[解答] 電力相差角方程式は発電機の有効電力出力 Pe の

ことである．そこで Pe を求めることを考える．有効電力

とは時間 t で表示した場合，瞬時電力 p(t) の平均値なわ

けであるが，複素数表示した場合では複素電力 Ṡ の実数

部分が有効電力になる．よって発電機の複素電力を求める

ために発電機の複素電圧 Ė(既知) と複素電流 İ が必要で

ある．

　発電機から送電線路に供給される電流は次のように二

つの式で表すことができる．#3以降，電流は無限大母線

(電圧は 1[pu])と三相短絡 (電圧は 0)に向け平行二回線上

を流れる．
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ここで V̇3 は#3の電圧とした．式 (1), (2)より V̇3 を消去

すると電流 İ は以下のようになる．
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複素電力 Ṡ は電圧と電流の共役値の積つまり Ṡ = Ėİ∗ で

あるので
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Ė∗

0.3

)

= −j
7

11

Ė
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∣∣∣Ė∣∣∣ (cosδ+ j sinδ)

0.7
+ j

7

11

∣∣∣Ė∣∣∣2
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有効電力 Pe は複素電力の実数部分なので
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となり，事故中の電力相差角方程式が求められた．

以上より電力相差角方程式は以下のようになる．(事故

前と事故除去後は教科書を見てください)

事故前：Pmax sinδ = 2.1 sinδ (6)

事故継続期間：r1Pmax sinδ = 0.9546 sinδ (7)

事故除去後：r2Pmax sinδ = 1.5 sinδ (8)

したがって，

r1 =
0.9546

2.10
= 0.455, r2 =

1.5
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= 0.714

また例題 8.8より

δ0 = 0.496[rad],δmax = 2.412[rad]

したがって (8.67)式に数値を代入すると次の結果を得る．

cosδcr = −0.77

δcr = 1.648[rad]
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